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0．はじめに
非人称代名詞 il が主語である構文〈il＋être＋X〉（X は形容詞・形容詞相当
語句または名詞グループ）は，ça/ce が主語である構文〈ce＋être＋X〉（1）とち
がって，（01），（02）では容認されないが（03），（04）では容認される（2）。
（01） Elle n’est pas encore arrivée? *Il/C’est curieux.
（02） L’air est doux. Les bourgeons éclatent partout. *Il/C’est le prin-
temps.
（03） Il m’a raccompagnée en bas de chez moi. Comme il/?c’était très
tard, je n’ai pas osé l’inviter à monter.
（04） Vous avez l’heure?
── Oui, il/*c’est trois heures.
本稿では，必要に応じて〈ce＋être＋X〉と対照しつつ，言語実態の観察（3）
とインフォーマントの面接調査結果にもとづいて，実主語（意味上の主語）を
もたない非人称構文〈il＋être＋X〉（4）の使用条件を明らかにすることをめざ
す。
1．実主語をもつ非人称構文
実主語をもたない〈il＋être＋X〉の使用条件の解明に向かって進むために，
de Inf, que Sub, que Ind が実主語である構文の機能を検討しておこう。
２０９
1. 1．〈il＋être＋X＋de Inf/que Sub/que Ind〉
実主語をもつ〈il＋être＋X＋de Inf/que Sub/que Ind〉の X としては，次
のような語句が用いられる（5）。
形容詞：amusant, certain, évident, important, intéressant, nécessaire,
possible, prématuré, rare, triste, etc.
過去分詞：défendu, entendu, interdit, permis, etc.
副詞：bien, mal, mieux, etc.
前置詞＋名詞グループ：dans leur intérêt, de bon ton, de mon devoir, de
notoriété publique, d’usage, en mon pouvoir, hors de question, etc.
ここでは，X として形容詞を用いる発話例をいくつか見ておこう。
（05） Il sera très difficile de réaliser ce projet.
（06） Il serait inutile de chercher à comprendre ce genre d’individus.
（07） Il est regrettable que cette proposition n’ait pas été retenue par le
gouvernement.
（08） Il est évident que ce système a très bien fonctionné.
X につづく de Inf, que Sub, que Ind が実主語であることは，それらを主
語とする構文〈（de）Inf/que Sub/que Ind＋être＋X〉の類義発話を構成でき
ることからも確かめられる。
（05′）（De）réaliser ce projet sera très difficile.
（06′）（De）chercher à comprendre ce genre d’individus serait inutile.
（07′）Que cette proposition n’ait pas été retenue par le gouvernement
est regrettable.
（08′）Que ce système ait très bien fonctionné est évident.
周知のとおり，とくに口頭コミュニケーションにおいて，発話者は（05′）－
（08′）のような人称構文の発話より（05）－（08）のような非人称構文の発話を好
む傾向がある。その理由を確認しておこう。非人称構文〈il＋être＋X＋de Inf/
que Sub/que Ind〉の場合，〈être＋X〉という述語を付与するのは，事行（…
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すること／…であること）または事態（…が…すること／…が…であること）
を表す（de）Inf または que Sub, que Ind に対してである。ところで，談話
に登場していなかった事行・事態を初めて話題にする場合に，それを表す
（de）Inf または que Sub, que Ind で発話を始めるのは，コミュニケーション
の相手にとって唐突なことだから避けることが望ましい。こういう談話構成の
方略から非人称構文の使用が促されると考えてよい。これは，出現・存在・非
存在に関わる事態を表す非人称構文〈il＋動詞＋名詞グループ〉（6）について言
えることと同じである。
1. 2．〈ce＋être＋X＋de Inf/que Sub/que Ind〉との対照
ここで，非人称構文を〈ce＋être＋X＋de Inf/que Sub/que Ind〉の構文と
対照しておこう。ただし，C’est impossible, de le faire tout seul/qu’elle le
fasse toute seule. のような，C’est impossible を構成したうえで ce が何を受
けているかを表示するために de Inf, que Sub, que Ind を言い添える発話は，
〈ce＋être＋X〉の構文であり，ここでの対照から除かれる。実は，ça/ce を主
語とする両構文は連続していると考えることができるが，本稿では論じない。
周知のように，ça/ce は先行文脈の内容・要素を受けることができるが，非
人称の il は定義によりなにかを受けることがない。次の（05″）－（08″）のよ
うな（de）Inf, que Sub, que Ind を代名詞で受ける文脈で非人称の il が容認
されないのは当然のことである。
（05″）（De）réaliser ce projet, *il/ce sera très difficile.
（06″）（De）chercher à comprendre ce genre d’individus, *il/ce serait inu-
tile.
（07″）Que cette proposition n’ait pas été retenue par le gouvernement,
*il/c’est regrettable.
（08″）Que ce système ait très bien fonctionné, *il/c’est évident.
また，〈ce＋être＋X＋de Inf/que Sub/que Ind〉の構文の使用がさまざまな
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言葉づかいの場面で見られるのに対して，非人称構文の使用は（11），（12）
のようにくだけた言葉づかいの場合は避けられ，（13），（14）のようにあらた
まった言葉づかいの場合は好まれる傾向がある。
（09） Il/Ce serait honteux de ne pas lui dire la vérité.
（10） Il/C’est important qu’on se parle.
（11） ?Il/C’est pas facile d’être gentil avec eux.
（12） ?Il/C’est dégueulasse de lui avoir fait ça.
（13） Il/（?）C’est certain que la haute hiérarchie judiciaire cherchera à
contrecarrer une telle entreprise.（LM 2000.10.30, p. 1）
（14） Il/（?）C’est fort probable qu’il tentera, afin de profiter d’une con-
fortable plus-value, d’orchestrer une fin de feuilleton heureuse en
proposant une modification（. . .）（LM 2002.12.02, p. 20）
実は，この構文に限らず一般に ça/ce が主語である構文の使用がさまざまな
言葉づかいの場面で見られるのに対して，非人称の il が主語である構文の使
用はくだけた言葉づかいの場合は避けられ，あらたまった言葉づかいの場合は
好まれる傾向がある。その例をひとつだけ示しておこう。
（15） Dis, ?il/ça te plairait d’y aller avec ton copain?
このような差異は，曽我（1997）でも示したように，「発話者との結びつ
き」の観念で説明することができる。実際，指示代名詞 ça/ce はコミュニケー
ションの場で発話者がなにかを指し示す動作に対応する記号であって，それを
主語とする構文は発話者とのなんらかの結びつきを前提とする表現形式であ
る。先行文脈がない場面でもよく用いるのは，発話者との結びつきを手がかり
にして何を指すか相手に分かってもらえるという姿勢が許されるからである。
それに対して，非人称の il は意味的になにも受けない記号であり，発話者
との結びつきをまったく前提としていない。〈il＋être＋X＋de Inf/que Sub/
que Ind〉の構文を使用するとき，発話者は自分となんら結びつきの無いこと
として事行・事態の評価（7）を表す姿勢をとっているのである。つまり，事行
２１２ 非人称構文〈il＋être＋X〉の使用条件
・事態の発話者からの距離は，ça/ce が主語である構文の場合は小さいが，非
人称構文の場合はきわめて大きい。非人称構文は，それだけ高度な抽象化の操
作を前提とする表現形式であり，これが「あらたまった，かたい」という印象
を与える理由であると考えられる（8）。
2．実主語をもたない〈il＋être＋X〉
それでは，実主語をもたない非人称構文〈il＋être＋X〉の発話例を，X が
形容詞・形容詞相当語句の場合と名詞グループの場合に分けて検討し，使用条
件がどのようであるか考えよう。
2. 1．〈il＋être＋形容詞・形容詞相当語句〉
非人称構文〈il＋être＋形容詞・形容詞相語句〉は，〈ce＋être＋形容詞・形
容詞相当語句〉とちがって，原則として用いることがない（9）。
（01） Elle n’est pas encore arrivée? *Il/C’est curieux.
（16） Tu peux rester avec nous! *Il/C’est magnifique!
（17） Vous êtes allés à l’exposition? *Il/C’était bien?
（18） Je fais de l’anticléricalisme primaire. *Il/C’est de mauvais goût.
（VAILLANT, R. Drôle de jeu, p. 100）
この制約は，なにかについてそれがある属性をもっていることを〈être＋形
容詞・形容詞相当語句〉で表そうとする場合，「なにか」が非人称の il では表
せないことによると説明できる。
ところが，〈il＋être＋形容詞・形容詞相当語句〉の構文の使用も皆無ではな
い。そのような「例外的」使用例として，述語〈être＋X〉の X が副詞 tard
または tôt を核とする語句であるような発話を挙げることができる。
（03） Il m’a raccompagnée en bas de chez moi. Comme il était très tard,
je n’ai pas osé l’inviter à monter.
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（19） Bon, il est tard, tu me raccompagnes?（ROHMER, E. L’ami de mon
ami）
（20） Gérard : Dans ce cas, nous pourrions prendre un verre quelque
part, ou même dîner, si vous voulez?
Magali : Il est trop tôt. Je n’ai pas faim et je n’ai pas soif.
（ROHMER, E. Conte d’automne）
なにも受けない非人称の il を主語として用いるのは，周知のように，述語
付与の基部としてではなく，つまり動詞が表す事行の主体を表示するためでは
なく，「平叙文は〈主語＋動詞…〉の構造をもつ」とする統語法の要請を満た
すためである（10）。（03），（19），（20）は，主語が表す人・事物についてなに
か述べるという構造の発話ではない。〈être＋tard〉も〈être＋trop tôt〉も，
意味的になんら述語付与の基部を必要とせず，それ自体でそれぞれ「時刻・時
期が遅い状態であること」，「時刻・時期が早すぎる状態であること」という事
態を表しうるという特性をもっている。
もちろん，事物についてなにかを述べるために，人称主語を基部として〈être
＋（trop）tard/tôt〉によって述語付与をすることもできる。映画のシナリオ約
70編と Le Monde 4年分（1997−2000）から成るコーパス中では，〈名詞グル
ープ＋est/était（trop）tard/tôt〉の発話が皆無であるのに対して，〈c’est/était
（trop）tard/tôt〉の発話は 135例見られ，これは，対応する非人称構文の発
話 497例の 4分の 1強にあたる（11）。〈ce＋être＋（trop）tard/tôt〉がなにか
（たとえば先行文脈に出てきたなにか）についての評価を表すのに対して，〈il
＋être＋（trop）tard/tôt〉は，そのような「なにか」を前提としない場面・文
脈において「時刻・時期が遅い状態であること」，「時刻・時期が早すぎる状態
であること」という事態の表現として解釈されるのである。
また，〈il＋être＋X〉構文の使用は，中性代名詞 en を伴い，X が ainsi, autre-
ment, différemment, de même などである場合にも見られる。
（21） Le droit est toujours tordu, difficilement compréhensible, souvent
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formaliste, quelquefois corrompu. Il use d’une langue secrète qui
le sépare des plaignants. Il en est ainsi dans le monde entier.
（LM 2000. 05. 16, p. 38）
（22） Les juifs français fournirent des individus, jamais des masses. Il
en est de même en Italie.（LM 2000. 03. 03, p. 6）
これらも，主語が表す人・事物について属性を述べるという構造の発話では
ない。中性代名詞 en は先行文脈の要素を受けて「それ，そのこと」のように
話の枠組みを設定している。そして，〈être＋ainsi〉，〈être＋autrement〉，〈être
＋différemment〉，〈être＋de même〉は，意味的になんら述語付与の基部を
必要とせず，それ自体で「ものごとが同様の状態であること」，「ものごとが異
なる状態であること」という事態を表すという特性をもっている。これらの述
語は，上記のコーパスについて調べたかぎりでは，人称主語の表す事物につい
てなにかを述べるために用いることがほぼ皆無である。
（03）や（19）－（22）との関連で想起されるのは，自然に発生するさまざま
な現象・状態を表す〈il＋動詞〉と〈il＋faire＋形容詞〉の構文である。それ
ぞれについて発話例を示しておこう。
（23） Il a bruiné toute la matinée/Il gèle/Il va grêler/Il a un peu neigé
dimanche/Il pleut/Il tonne/Il ventait fort.
（24） Il fait beau ce matin/Il fait bon ici/Il fera chaud/Il fait clair/Il fait
doux/Il fait frais/Il a fait très froid hier/Il fait frisquet/Il fait hu-
mide/Il fera mauvais demain/Il fait sombre.
これらも，主語が表す人・事物についてなにか述べるという構造の発話では
ない。たとえば il pleut や il fera chaud の場合，意味的に述語付与の基部を
必要とせず，それぞれ〈pleuvoir〉，〈faire chaud〉が，それ自体で「雨降り
現象があること」，「高温状態であること」という事態を表す。
〈il＋être＋X〉に話を戻そう。上の（02），（16）－（18）で見た il est cu-
rieux, il est magnifique, il était bien, il est de mauvais goût という形式は，
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男性名詞単数形に対応する人称代名詞 il を主語とする構文の発話としてなら
問題なく用いることができる。人称構文の場合の形容詞・形容詞相当語句は，
〈ce＋être＋形容詞・形容詞相当語句〉の場合と同じく，きわめて多様である。
それに対して，（03），（19），（20）は，〈être＋tard〉，〈être＋trop tôt〉の語
彙的な意味からして，コミュニケーションの相手が il を人称代名詞と誤解す
る可能性のきわめて低い発話である。同様に，（23），（24）のようにさまざま
な自然現象・状態を〈il＋動詞〉や〈il＋faire＋形容詞〉の構文で表す場合も，
人称構文と誤解されるおそれがない（12）。このことも（03）や（19）－（22）の
ような非人称構文の使用を支える要因の一つと考えられる。
上の（01），（16）－（18）の〈être＋curieux〉，〈être＋magnifique〉，〈être
＋bien〉，〈être＋de mauvais goût〉は，curieux, magnifique, bien, de mau-
vais goût の語彙的な意味からして，それだけでひとつの事態の表現だとフラ
ンス語話者が認めるものではない。述語として機能するためには述語付与の基
部たる人称主語を必要とする。それに対して，（03），（19）－（22）の述語であ
る〈être＋形容詞・形容詞相当語句〉は，それぞれ，「時刻・時期が遅い状態
であること」，「時刻・時期が早すぎる状態であること」，「ものごとが同様の状
態であること」，「ものごとが異なる状態であること」という，ひとつの事態を
表している。つまり，非人称構文〈il＋être＋X〉の使用は，なにかについて
述語付与を行おうという姿勢のときではなく，事態を述語〈être＋X〉のみに
よって表そうとする姿勢のときに見られると言える。
2. 2．〈il＋être＋名詞グループ〉
今度は，名詞グループが実主語でない〈il＋être＋名詞グループ〉の使用条
件を検討しよう。次の（02）や（25）－（27）は，〈ce＋être＋名詞グループ〉
の構文とちがって，原則として用いることがない。
（02） L’air est doux. Les bourgeons éclatent partout. *Il/C’est le prin-
temps.
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（25） Qu’est-ce que c’est?
── *Il/C’est une imprimante à laser.
（26） Qu’est-ce que je vous sers?
── Eh bien, pour moi, *il/ce sera un verre de bordeaux.
（27） Etre un gamin, *il/c’est le premier bonheur que vous donne une
femme.
この制約は，〈il＋être＋形容詞・形容詞相当語句〉の場合と同じく，なにか
についてそれがある属性をもっていることを〈être＋名詞グループ〉で表そう
とする場合，「なにか」が非人称の il では表せないことによると説明できる。
それでも，〈il＋être＋名詞グループ〉の発話例は何種類か見られる。たとえ
ば，発話者は，次の（28）－（34）のように，temps または heure を核とする
名詞グループを用いて発話を構成することがある。
（28） Il s’est quand même décidé à revenir.
── Il était temps.（CLOUZOT, H.-G. Diaboliques）
（29） J’ai froid. Je crois qu’il est temps de rentrer.（MacDONALD, P.,
1995, Une femme sous surveillance, p. 98）
（30） Oui, il était temps que son fils soit reconnu pour ce qu’il est（. . .）
（LM, 2000. 06. 09, p. 6）
（31） Il est grand temps de chercher abri.
（32） Il est grand temps que vous rentriez chez vous.
（33） Il est l’heure de passer à table. Vous devez être affamés.（DIE-
RASSI, C. 1992, Le dilemme de Cantor, p. 332）
（34） Il était l’heure qu’ils s’en aillent.
これらの発話において，（grand）temps de Inf/que Sub や l’heure de Inf/
que Sub などの名詞グループは，実主語ではなく，述語〈être＋名詞グルー
プ〉の構成要素である。（28）－（32）の〈être＋（grand）temps de Inf/que
Sub〉も（33），（34）の〈être＋l’heure de Inf/que Sub〉も，それ自体で
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「（…が）…することが（ぜひ）必要な時であること」という，評価を含む事態
を表す表現であり，意味的に述語付与の基部を必要としない。
上の 2. 1. で見た（03），（19），（20）は，「時刻・時期が遅い状態であるこ
と」，「時刻・時期が早すぎる状態であること」を表すための発話であったが，
（28）－（34）は「時刻・時期がちょうど良い状態であること，時機が到来して
いること」を表すための発話であると言える。
ついでに指摘すると，（35），（36）の〈être＋question de Inf/que Sub〉も
ひとつの事態を表す〈être＋名詞グループ〉と見なすことができるだろう。
（35） Il est question de fermer boutique.
（36） Il sera probablement question que j’aille à New-York.
〈il＋être＋名詞グループ〉の構文でとくに使用頻度が高いのは，名詞グルー
プが時刻表現である次のような発話である。
（04） Vous avez l’heure?
── Oui, il est trois heures.
（37） Il n’est que midi.
（38） Il est déjà minuit passé.
これらの発話も，これまで見てきた〈il＋être＋X〉の発話と同じく，主語
が表す人・事物についてなにか述べるという構造のものではない。〈être＋
trois heures〉，〈être＋midi〉，〈être＋minuit passé〉は，意味的になんら述
語付与の基部を必要とせず，それ自体でそれぞれ「時刻が 3時という状態で
あること」，「時刻が正午という状態であること」，「時刻が夜中の零時すぎとい
う状態であること」という事態を表しうるという特性をもっている。
もちろん，人称主語の表す事物についてなにかを〈être＋名詞グループ（時
刻表現）〉によって述べることもある。それについては下の 2. 3. で述べる。
〈il＋être＋名詞グループ（時刻表現）〉に関連して，一日のうちの時期やさ
まざまな自然現象・状態を表すために〈il＋faire＋名詞グループ〉の構文の発
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話をよく構成するという事実を指摘しておこう。
（39） Il fait jour/Il fait grand jour/Il faisait nuit.
（40） Il fait soleil ce matin/Il fait un temps magnifique/Il fera une belle
journée/Il fait une de ces chaleurs.
これらの発話も，主語が表す人・事物についてなにか述べるという構造では
ない。たとえば il fait jour や il fait soleil の場合，〈faire＋jour〉や〈faire＋
soleil〉という表現は，意味的に述語付与の基部を必要とせず，それ自体でそ
れぞれ「夜明け現象があること」，「日照状態があること」といった事態を表し
うるのである。
〈il＋être＋名詞グループ〉の構文を使用するのはおもに「時機・時刻」を表
そうとするときであり，名詞グループとして用いるのは，（35），（36）の ques-
tion を別とすれば，（28）－（34）で見た temps または heure を核とするもの
や（04），（37），（38）で見た時刻表現に限られるようだ。実際，時間的観念
を表す次のような名詞を核とする名詞グループは容認されない。
（41） moment, matin, nuit, jour, mardi, semaine, mois, octobre, saison,
printemps, année, décennie, époque, siècle, etc.
これらの名詞を核とする名詞グループは，「持続，時間量」を容易に問題に
しうるものであり，〈être＋名詞グループ〉の形式がひとつの事態の表現とし
て認知されるにいたっていないという共通点をもっている。
2. 3．ça/ce を主語とする構文との対照
上の 1. 2. で見たとおり，指示代名詞 ça/ce は，なにも意味内容をもたない
非人称の il とちがって，たとえ漠然とであれなにかを表す。表すのが何であ
るかは，多くの場合，コミュニケーション場面または文脈から分かる。
（42） Et ça, c’est une vieille photo de mon père et de ma mère, le jour
de leur mariage.
（43） Je me suis fait couper les cheveux. Ça te plaît?
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（44） Alors, tu pars en week-end avec Claire?
── Qui est-ce qui t’a dit ça?
発話者は，しばしば ça/ce が表すのが何であるか相手に分かってもらえると
いう姿勢で〈ce＋être＋名詞グループ〉の構文を使用する。そのひとつの例が
上で見た（02）である。
（02） L’air est doux. Les bourgeons éclatent partout. *Il/C’est le prin-
temps.
この場合は，直前の風景描写からも分かるように，「現在のまわりの状況全
体」を ce で表し，「状況全体」が「春であること」を〈être＋le printemps〉
という述語で伝えていると考えられる。
しかし，（04）では〈ce＋être＋名詞グループ〉を用いることが容認されな
かった。
（04） Vous avez l’heure?
── Oui, il/*c’est trois heures.
これは，上の 2. 1. で見たように，〈être＋trois heures〉がそれ自体で「時
刻が 3時という状態であること」というひとつの事態を表す形式であること
に由来する。（04）の場面で発話者は今の時刻を相手に伝えようとしているの
であって，なにかを ce で表してそれについて述語付与をしようとしてはいな
いことに由来するのである。もちろん，何らかの状況との関係において時刻を
表す場合は，〈ce＋être＋名詞グループ〉の構文を用いることが自然である。
（45） J’ai entendu un grand bruit du côté de la gare et j’ai regardé par
la fenêtre de ma chambre. Il y avait des badauds. C’était trois
heures du matin.
この場合，時刻は，先行する二つの発話が設定する場面との結びつきにおい
て言及されている。
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3．おわりに
本稿では，〈ce＋être＋X〉の構文と対照しつつ，実主語をもたない非人称構
文〈il＋être＋X〉の使用条件を検討した。
非人称の il がなにも意味内容をもたない記号であることから，原則として
〈il＋être＋X〉の構文の発話を構成することはない。しかし，「時刻・時期が
遅い／早い／ちょうど良い状態であること」という事態や「時刻が…時である
こと」という事態を表すときは，〈il＋être＋形容詞・形容詞相当語句〉または
〈il＋être＋名詞グループ〉の発話を構成することがある。そのような〈être＋
X〉は，それ自体がひとつの事態を表す形式としてフランス語話者が認知して
いるわけである。非人称の il がなにも受けない代名詞であることから，〈il＋
être＋X〉は，人間を超越した（少なくとも発話者と断絶した）レベルでの時
間の流れの中で事行・事態を提示する姿勢のときに用いる構文だと考えてよい
だろう。
本稿では，être 以外の動詞を用いる非人称構文は扱わなかった。とくに，
étonner, intéresser, plaire など「評価の動詞」の非人称構文の使用は興味深
い問題をはらんでいるようである。今後の課題としたい。
注
盧 動詞 être の場合の ça の使用は限られているので，このように〈ce＋être . . .〉
と表記する。
盪 出典を示していない発話例は，インフォーマント（フランス人 3人）の協力を得
てわれわれが作ったものである。
蘯 西村牧夫氏（西南学院大学）に提供していただいたデータが非常に有益であった。
盻 やや古めかしい文体では，「…がある／存在すること」という事態を表すために Il
est des gens peu scrupuleux. や Il était un petit pavillon au fond de l’allée. の
ような実主語をもつ非人称構文〈il＋être＋X〉の発話を構成することがあるが，
それらは本稿の考察対象ではない。
眈 これらの語句は，de Inf, que Sub, que Ind のすべてと共起するとは限らない。
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それについては本稿では論じない。
眇 たとえば，次のような発話：Il leur est arrivé un accident.（Un accident leur
est arrivé.）；Il existe des moyens d’arrêter toute douleur.（Des moyens d’ar-
rêter toute douleur existent.）；Il manquait une grosse somme.（Une grosse
somme manquait.）．まず〈il＋動詞〉によって出現・存在・非存在という事行
の生起を表したうえで，事行主体として，談話に登場していなかった新しい要素
を名詞グループによって提示する表現形式である。
眄 X で表す評価がだれにとってのものかを示す場合には，代名詞 me, lui や pour
Clarisse のような表現を言い添える。
眩 TOGEBY（1982）は，文体的な差異だけでなく意味的な差異もあるとして，次の
ように述べている（p. 36）：“Il est plus général que ce, qui établit une réfé-
rence avec la situation. Il est amusant de se promener la nuit est une décla-
ration générale, tandis qu’en se promenant effectivement, on dira C’est
amusant de se promener la nuit. 上でも指摘したように，ça/ce はコミュニケー
ションの場でなにかを指し示す動作に対応する記号だから，「現場性」，「具体性」
といった表現効果をともなうことが多いのは当然だろう。
眤 つなぎの言葉として用いる il est vrai のようなものはあるが。
眞 そのような主格という情報のみを伝える役を担うのがなぜ il であるかも興味深い
問題だが，本稿では論じない。
眥 内訳は次のとおりである：c’est/était tard 3例（il est/était tard 38例），c’est/
était trop tard 94例（il est/était trop tard 201例），c’est/était tôt 37例（il est/
était tôt 253例），c’est/était trop tard 1例（il est/était trop tôt 5例）．
眦 相手が人称構文と誤解する可能性を排除しようとする配慮は，天候の表現として
il fait beau/mauvais/bon のように言うことはあっても il est beau/mauvais/bon
のようには言わないという事実の背景にも潜んでいるであろう。
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